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５
月
18
日
、
西
宮
医
療
会
館
で｢

H
o
w
 
t
o
 

t
a
k
e
 
M
e
d
i
c
a
t
i
o
n

～
医
院･

薬
局
で
の
服
薬

指
導
～
」
を
テ
ー
マ
に
「
医
師･

歯
科
医
師･

メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
の 

英
語
で
診
療

M
e
d
i
c
a
l
 
E
n
g
l
i
s
h
 

＃
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」
を
開
催
。
講
師
を

R
o
b
e
r
t
 
C
o
n
r
o
y

氏
、
司
会
を
坂
尾
福
光
先
生（
西

宮
市
・
ビ
ュ
ー
ハ
イ
ツ
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
西
野
か
お
る
先
生
（
神
戸
薬
科
大
学

非
常
勤
講
師
・
み
の
お
英
語
医
療
通
訳
研
究
会

代
表
）
が
務
め
、
医
師
・
薬
剤
師
ら
19
人
が
参

加
し
た
。
参
加
者
の
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

　

西
宮
医
療
会
館
で
行
わ
れ
た
保
険
医
協
会
の

英
語
の
勉
強
会
に
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
医
院
・
薬
局

で
の
服
薬
指
導
」
と
い
う
身
近
な
、
か
つ
大
切

な
テ
ー
マ
で
し
た
。

 

講
師
に
恵
ま
れ
た

　
　
　
　
す
ぐ
に
役
立
つ
レ
ッ
ス
ンいつものように参加者に丁寧な発音指導をする Conroy 氏

　

最
近
の
日
本
を
取
り
巻
く
環
境
が
激
変
し
、
と

り
わ
け
大
企
業
で
は
英
語
を
社
内
の
公
用
語
と
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
こ
と
を
テ
レ
ビ
で
知
り
、

私
も
も
っ
と
英
語
を
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
な
い
と
い

け
な
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

以
前
、
海
外
旅
行
を
さ
れ
る
予
定
の
患
者
様
か

ら
調
剤
薬
局
で
渡
さ
れ
る
薬
の
説
明
書
の
英
訳
を

頼
ま
れ
た
り
、
来
院
さ
れ
た
海
外
の
方
の
服
薬
指

導
に
四
苦
八
苦
し
た
苦
い
経
験
が
あ
っ
た
の
で
、

こ
の
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

研
究
会
は
、
英
国
人
の
コ
ン
ロ
イ
先
生
に
よ
っ

て
進
め
ら
れ
、
分
か
り
や
す
い
発
音
と
丁
寧
な
説

明
で
、
初
心
者
の
私
に
も
戸
惑
う
こ
と
な
く
つ
い

て
い
け
ま
し
た
。

　

ビ
ュ
ー
ハ
イ
ツ
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
坂
尾
先
生
、
神

戸
薬
科
大
学
非
常
勤
講
師
の
西
野
先
生
と
現
場
で

ご
活
躍
の
先
生
方
に
直
接
質
問
し
た
り
、
ま
た
説

明
を
聞
け
る
と
い
う
非
常
に
恵
ま
れ
た
レ
ッ
ス
ン

は
、
こ
の
会
よ
り
ほ
か
に
見
当
た
ら
な
い
と
誇
ら

し
く
思
い
ま
し
た
。

　

テ
キ
ス
ト
も
復
習
し
や
す
く
、
す
ぐ
に
役
立
つ

内
容
で
、
今
度
こ
そ
挫
折
し
な
い
で
続
け
よ
う
と
、

思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

英
語
を
使
え
る
環
境
に
恵
ま
れ
た
い
な
ぁ
と
思

い
つ
つ
、
次
回
を
楽
し
み
に
、
会
場
を
後
に
し
ま

し
た
。

 
 

【
中
央
区
・
神
戸
医
師
協
同
組
合　

田
中 

良
枝
】

 西宮 ･ 芦屋支部 第 32 回総会記念市民公開講演会

ウクライナの歌姫

ナターシャ ・ グジー コンサート
 日　時 ：7月21日 ( 土 ) 14時30分～

 　　　　  総会議事 14 時～   懇親会 16 時 45 分～

 会　場 ：西宮市立勤労会館大ホール

 演　者 ： 歌手・バンドゥーラ奏者

　　　　　 　ナターシャ・グジー さん
 入場料 ： 無料
　　　※どなたでもご参加いただけますが、 できる限り事前申し込みをお願いします。

　　　　

ナターシャ・グジーさんご略歴：

　ウクライナ生まれ。ナターシャ６歳のとき、1986 年 4月 26 日未明に父親が勤務

していたチェルノブイリ原発で爆発事故が発生し、原発からわずか 3.5 キロで被曝

した。その後、避難生活で各地を転々とし、キエフ市に移住する。ウクライナの民

族楽器バンドゥーラの音色に魅せられ、8歳の頃より音楽学校で専門課程に学ぶ。　

1996 年・98 年救援団体の招きで民族音楽団のメンバーとして２度来日し、全国で

救援公演を行う。2000 年より日本語学校で学びながら日本での本格的な音楽活動を

開始。その美しく透明な水晶の歌声と哀愁を帯びたバンドゥーラの可憐な響きは、日

本で多くの人々を魅了している。コンサート、ライブ活動に加え、音楽教室、学校で

の国際理解教室やテレビ・ラジオなど多方面で活躍しており、その活動は教科書にも

取り上げられている。

　今年の総会記念市民公開講演会は、
６歳の時にチェルノブイリ原発事故
で被曝した体験を持つ歌手でバン
ドゥーラ奏者のナターシャ・グジさ
んをお呼びしました。ウクライナの
民族楽器バンドゥーラの調べととも
に、水晶の歌声をお楽しみください。
コンサート中には、チェルノブイリ
原発事故の体験についてもお話しい
ただきます。多数のみなさまのご参
加をお待ちしております。

◆お問い合わせは、協会事務局 岡林・山田・伊藤まで  Tel:078-393-1803 ◆

アドバイザーを務めた西野先生

（撮影；広河隆一）

（１）２０１２年６月１５日（毎月３回５・１５・２５日発行）　　兵庫保険医新聞　　（昭和４３年６月１２日第三種郵便物認可）　号外（年間購読料 12,000 円）



　日　時 ：3月 19日 (土 ) 15 時～ 17時

　会　場 ：西宮市立勤労会館 8階会議室

　テーマ ：「医事紛争を避けるために」
　講　師 ：米田泰邦法律事務所

　　　　　　　弁護士　鵜飼 万貴子　先生

　司　会 ：西宮市・半田医院　半田 伸夫　先生

慢性咳嗽に対する漢方療法について解説する沖本先生

世
話
人
会
だ
よ
り

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
５
月
25
日
に
西
宮
医

療
会
館
で
世
話
人
会
を
開
催
。
３
人
が
参
加

し
た
。

【
報
告
】

①
第
28
回
漢
方
研
究
会
（
５
・
12
）

②
職
員
接
遇
研
修
会
（
５
・
12
）

③
英
語
で
診
療 

M
e
d
i
c
a
l
 
E
n
g
l
i
s
h
 

＃
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（
５
・
18
）

④
国
会
議
員
と
の
懇
談
会
～
第
２
回
フ
ァ
イ
ア

サ
イ
ド
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
～
（
５
・
26
）

【
予
定
・
企
画
】

①
西
宮
敬
愛
会
病
院
と
の
懇
談
会
（
６
・

15
）

②
第
32
回
支
部
総
会
（
７
・
21
）

③
毎
日
の
診
療
に
役
立
つi

P
a
d

・i
P
o
d

・

i
P
h
o
n
e

（
仮
）
（
８
・
４
）

④
被
災
地
の
医
療
の
現
状
講
演
会
（
８
・
４
）

⑤
新
規
開
業
医
交
流
会
（
８
・
25
）

⑥
保
険
請
求
事
務
講
習
会
（
９
・
１
～
２
）

⑦
健
康
と
医
療
に
つ
い
て
語
り
合
う
会
（
９
・

12
）

⑧
第
29
回
在
宅
医
療
研
究
会

⑨
英
語
で
診
療 

M
e
d
i
c
a
l
 
E
n
g
l
i
s
h
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⑩
英
語
で
診
療 

M
e
d
i
c
a
l
 
E
n
g
l
i
s
h

＃
35

⑪
第
11
回
胸
部
Ｘ
ー
Ｐ
読
影
会

※
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
４
金
曜

日
で
す
。
支
部
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や

企
画
案
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

職
員
接
遇
研
修
会

ク
レ
ー
ム
対
応
へ
の
「
裏
ワ
ザ
」
聞
け
た

　

５
月
12
日
、
西
宮
市
大
学
交
流
セ
ン
タ
ー
で

「
接
遇
の
基
本
と
ク
レ
ー
ム
対
応
」
を
テ
ー
マ
に

職
員
接
遇
研
修
会
を
開
催
。
大
手
前
短
期
大
学

准
教
授
の
水
原
道
子
先
生
が
講
師
、
広
川
恵
一

先
生
（
西
宮
市
・
広
川
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
と

北
井
明
先
生
（
芦
屋
市
・
北
井
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

が
司
会
を
務
め
、
医
師
・
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ

フ
ら
48
人
が
参
加
し
た
。
参
加
者
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
紹
介
す
る
。

　

・
聞
き
や
す
く
勉
強
に
な
っ
た
の
で
、
あ
っ

と
い
う
間
で
し
た
。
技
術
と
接
客
態
度
は
大
切

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
今
後
も
患
者
さ
ん
に
来
院

し
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
た
め
に
、

日
々
努
力
し
て
い
き
た
い
。
（
看
護
師
）

　

・｢

こ
う
い
う
対
応
を
し
た
ら
患
者
さ
ん
が
余

計
に
怒
る｣

等
、
ク
レ
ー
ム
対
応
へ
の
裏
ワ
ザ
が

た
く
さ
ん
聞
け
て
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
ク
レ
ー

ム
の
芽
を
摘
む
と
い
う
こ
と
も
ス
タ
ッ
フ
で
協
力

し
て
や
っ
て
い
き
た
い
。
（
受
付
）

　

・
日
々
業
務
を
し
て
い
る
と
、
気
を
つ
け
て
い

る
つ
も
り
で
す
が
、
研
修
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
再
度
見
直
さ
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
あ

る
と
分
か
り
ま
し
た
。
（
受
付
）

　

・
水
原
先
生
が
優
し
い
笑
顔
で
、
優
し
い
声
で
、

楽
し
く
お
話
し
て
も
ら
え
て
、
来
て
良
か
っ
た
で

　

５
月
12
日
、
西
宮
神
社
会
館
で
「
慢
性
咳
嗽

の
漢
方
治
療
」
を
テ
ー
マ
に
第
28
回
漢
方
研
究

会
を
開
催
。
川
崎
医
科
大
学
総
合
内
科
学
Ⅰ
教

授
の
沖
本
二
郎
先
生
が
講
師
、
川
﨑
史
寛
先
生

（
西
宮
市
・
川
﨑
医
院
）
と
長
光
由
紀
先
生
（
伊

丹
市
・
ウ
イ
ン
グ
調
剤
薬
局
）
が
司
会
を
務
め
、

医
師
34
人
・
薬
剤
師
37
人
が
参
加
し
た
。

　

沖
本
先
生
は
、
「
普
通
感
冒
に
対
す
る
葛
根
湯

の
臨
床
効
果
」
、
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
治
療
に
お
け

る
麻
黄
湯
の
役
割
」
、
「
感
冒
症
状
が
遷
延
し
た
時

期
に
お
け
る
小
柴
胡
湯
の
効
果
」
な
ど
、
風
邪
の

時
期
や
種
類
に
応
じ
た
漢
方
薬
の
使
い
分
け
と
そ

の
効
果
に
つ
い
て
、
多
数
の
臨
床
デ
ー
タ
を
用
い

て
詳
細
に
解
説
。
「
麦
門
冬
湯
が
効
か
な
か
っ
た

場
合
は
ど
う
す
る
か
」
な
ど
、
慢
性
咳
嗽
に
対
す

る
漢
方
薬
の
実
践
的
な
選
択
法
に
つ
い
て
も
説
明

し
た
。

　

ま
た
、
日
本
は
漢
方
と
西
洋
医
学
の
両
方
を
取

り
入
れ
た
「
和
洋
折
衷
医
学
」
が
適
し
て
い
る
と

し
た
う
え
で
、
具
体
的
に
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
に
対
す
る
和

洋
折
衷
療
法
な
ど
も
紹
介
。
こ
の
ほ
か
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ

の
健
康
の
定
義
、
漢
方
に
お
け
る
「
健
康
」
の
条

件
な
ど
、
漢
方
学
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

も
話
題
が
及
ん
だ
。

　

会
場
か
ら
は
、
「
漢
方
薬
と
西
洋
薬
は
ど
の
よ

う
に
組
み
合
わ
せ
れ
ば
よ
い
か
」
、
「
漢
方
薬
の
中

止
の
判
断
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か
」
な
ど
、

実
践
的
な
質
問
が
相
次
ぎ
、
熱
心
な
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
た
。

第
28
回
漢
方
研
究
会

慢
性
咳
嗽
の
実
践
的
な
漢
方
療
法
を
解
説

す
。
改
め
て
初
心
に
戻
り
、
月
曜
か
ら
の
仕
事

が
待
ち
遠
し
く
な
り
ま
し
た
。
（
事
務
）

　

・
明
る
く
笑
顔
で
、
優
し
さ
と
安
心
感
を
伝

え
ら
れ
る
よ
う
に
対
応
す
る
こ
と
が
大
切
な
ん

だ
と
思
い
ま
し
た
。
ク
レ
ー
ム
の
対
応
な
ど
も

分
か
り
や
す
か
っ
た
。
ま
た
、
「
人
・
場
所
・
時

を
変
え
る
」
こ
と
が
良
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ

た
。
（
受
付
）

　

・｢

接
遇｣

の
目
的
、
具
体
的
方
法
、
「
ク
レ
ー

ム
対
応
」
の
基
本
等
、
た
い
へ
ん
有
意
義
な
内

容
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
持
ち
帰
っ

て
活
用
で
き
る
よ
う
、
院
内
の
「
接
遇
委
員
会
」

で
話
し
て
み
た
い
。
（
理
学
療
法
士
）

　

・
今
ま
で
気
に
し
た
こ
と
の
な
か
っ
た
「
一

歩
先
に
声
を
か
け
る
」
と
い
う
こ
と
を
、
笑
顔

で
目
配
り
、
心
配
り
す
る
こ
と
を
今
後
の
接
遇

で
活
か
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
（
受
付
）

　

・
実
際
の
医
療
現
場
で
あ
っ
た
事
例
を
、
実

技
を
交
え
て
分
か
り
や
す
く
教
え
て
い
た
だ
け

て
、
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
（
受
付
）

講師を務める水原先生

参加者同士の実技も交え、楽しい研修となった

（２）２０１２年６月１５日（毎月３回５・１５・２５日発行）　　兵庫保険医新聞　　（昭和４３年６月１２日第三種郵便物認可）　号外（年間購読料 12,000 円）


